
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病 名 出席停止期間(目安) 

インフルエンザ 
発症した後、5 日間を経過し、かつ、解熱した後 2 日

を経過するまで 

百日咳 
特有の咳が消失するまで又は 5 日間の適正な抗菌性物

質製剤による治療が終了するまで 

麻しん（はしか） 解熱後３日経過するまで 

流行性耳下腺炎（おたふくかぜ） 
耳下腺、顎下腺又は舌下腺の腫脹が発現した後 5 日を

経過しかつ、全身状態が良好になるまで 

風しん（三日ばしか） 発疹が消失するまで 

水痘（みずぼうそう） 全ての発疹が痂皮化するまで 

咽頭結膜熱（プール熱） 主要症状が消失後２日経過するまで 

結核 医師が感染の恐れはないと判断するまで 

その他の疾病でも、主治医の指示により出席停止扱いになる疾病もあります。 

(＊全て医師の診断、指示に従う。) 

＜お知らせ＞ 
以下の疾患は、学校感染症で出席停止になります。（欠席扱いにはなりません）

以下の疾患と診断されましたら、学校へご連絡ください。また、治癒してか

らの登校に際しては、ご家庭で判断せず、必ず主治医に確認してください。 

え が お 1２月 
ほけんだより ～ No.1２ ～ 

平成２５年１２月４日 

大阪市立上福島小学校 

保健室 

 師走に入り、寒さがより一層厳しいものとなってきました。上福島小学校では、11 月末から発熱や腹痛・

嘔吐を伴う風邪での欠席が増えてきました。学校では、食事の前に手洗い・うがい・手指消毒を行い、イン

フルエンザや感染性胃腸炎等の予防を行っています。児童一人ひとりが元気で、健康的な生活ができるよう、

ご家庭での朝の健康観察や、声掛け等をよろしくお願いいたします。 

 かぜ・インフルエンザに負
ま

けない３つのポイント 

① 石
せっ

けんを使
つか

った手洗
て あ ら

い・うがいをこまめにしよう。 

手
て

洗
あら

いは、石
せっ

けんを使
つか

ってていねいにしましょう。洗
あら

ったあとは、清潔
せいけつ

なハンカチ・タオル

で手
て

をふきましょう。うがいは天井
てんじょう

が見
み

えるくらい上
うえ

を向
む

いてしましょう。 

② 抵抗力
ていこうりょく

（ウイルスを寄
よ

せつけない力
ちから

）を高
たか

める食事
しょくじ

をしよう。 

寒
さむ

くなっても水分
すいぶん

は大切
たいせつ

です。温
あたた

かい飲
の

み物
もの

や食
た

べ物
もの

を摂
と

り、体
からだ

の中
なか

から温
あたた

めましょう。 

また、色
いろ

の濃
こ

い野菜
や さ い

や果物
くだもの

などに含
ふく

まれるビタミンＡ・Ｃは、鼻
はな

やのどの粘膜
ねんまく

を強
つよ

くし、か

ぜに対
たい

する抵抗力
ていこうりょく

を高
たか

めてくれます。 

③ 早
はや

めに寝
ね

て体
からだ

を休
やす

め、体力
たいりょく

をつけよう。 

かぜやインフルエンザが流行
りゅうこう

するこれからの季節
き せ つ

は、いつもより早
はや

めに寝
ね

て体力
たいりょく

をつけ、

ウイルスと戦
たたか

う力
ちから

を高
たか

めましょう。 

※裏面もお読みください。 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本日、プレジデント Family「今年

のインフルエンザ対策」を家庭数で配

布しています。ぜひ、ご家庭でご活用

ください。 

インフルエンザと普通のかぜ

とは、原因となるウイルスの種

類が異なる、違う病気です。 

インフルエンザは、普通のかぜ

の症状（くしゃみや咳、鼻水、

熱など）に加えて、３８℃以上

の高熱・頭痛・関節痛・筋肉痛・

などの強い症状が全身に出ま

す。肺炎などを併発し、重症化

することもあるので注意が必

要です。 

原

因

と

な

る

ウ

イ

ル

ス

の

種

類

が

異

な

る

、

  

違

う

病

気

で

す

。 

インフルエンザは、普通のか

ぜの症状（くしゃみや咳、鼻水、

熱など）に加えて、左記のよう

な３８℃以上の高熱、関節痛・

筋肉痛、頭痛などの強い症状が

全身に出ます。肺炎などを併発

し、重症化することもあるので

注意が必要です。 
 

 

＜インフルエンザについて＞ 
 

＜ノロウイルス等による感染性胃腸炎について＞ 
 


